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根室市長節に位置する長節湖は、南北約 1,300m、東西約 450m、周囲約 5km、面積 0.41km2、最大深度 7.5m の海跡湖であり、砂州を隔てて太平洋に面し

ています。流路延長3.3km の第2長節川の一部であり、湖から太平洋までの流路は 300m程度ですが、満潮時等においても湖内への海水流入は確認されておらず、

完全なる淡水湖です。針広混交林に囲まれ、多種多様な生物が生息する豊かな自然環境を有しており、「野付風蓮道立自然公園」に指定されています。 

■長節湖周辺における生物の確認種数(文献調査結果による)  

 
 

■長節湖で確認された 
主な魚類 

フナ類 

 

ジュウサンウグイ 

 

ウグイ 

 

ワカサギ 

 

イトヨ 

 

トミヨ 

 

ハナカジカ 

 
 

・昆虫類は、11目 55科 228種で重要種※2 種 

・陸生植物は、47科 127種で重要種※9 種 

 

※※環境省レッドリストまたは北海道 

レッドリストの記載種 

■長節湖で確認された生物(現地調査結果による) 

・植物プランクトンは緑藻綱や藍藻綱が優占し、ほとんどが淡水性種。 

・動物プランクトンはワムシ類やミジンコ類が優占し、ほとんどが淡水性種。 

・底生動物は、淡水性～汽水性が生息。重要種 2 種(巻貝類、昆虫類)を確認。 

・魚類は、淡水域のみで一生を過ごす純淡水魚(フナ類等)のほか、海と川を行き来す

る回遊魚(ウグイ等)も生息。重要種 3 種を確認。 

・水生植物(浮葉・沈水)は、湖岸周辺に広く生息し、ほとんどが淡水性種。浮葉植物

であるネムロコウホネ(重要種)の分布を確認。 

   

   

   

   

(緑藻綱) 

Scenedesmus 属 

(藍藻綱) 

Aphanocapsa 属 

(藍藻綱) 
Microcystis ichthyoblabe  

ｹﾌﾞｶﾋｹﾞﾅｶﾞｹﾝﾐｼﾞﾝｺ(幼体) テマリワムシモドキ属 ゾウミジンコ 

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ 
(重要種) 

カラスガイ族 ﾏﾝｼｭｳｲﾄﾄﾝﾎﾞ(重要種) 

昆虫類(11 目 55 科 228 種) 

ヌタッカゾウムシ、ノサップマルハナバチ など 

陸生植物(47 科 127 種) 

シコタンキンポウゲ、ネムロコウホネ、オオバタチツボスミレ、エゾオオサ

クラソウ、エゾヒョウタンボク、ネムロブシダマ、ベニバナヒョウタンボク、

クロユリ、エゾハリスゲ など 

赤字は重要種(環境省レッドリストまたは北海道レッドリストの記載種) 

長節湖 (根室市長節) 

赤枠写真は重要種(環境省レッドリストまたは北海道レッドリストの記載種) 
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湖流入部付近の水際植生 

湖流出部付近の水際植生 ネムロコウホネ(重要種) 

(藍藻綱) 
Microcystis ichthyoblabe  




